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令和７年度 第２回 自転車の活用推進に向けた有識者会議
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次期計画の指標（案） 一覧 ー ビジョンに対応した指標 ー

ビジョン（案） 指標（案） 指標の定義 実績値（最新） 目標値

誰にとっても安全・
快適に自転車を
活用できる環境の
実現により、自転
車交通の役割を
拡大し、人と地域
が調和した持続
可能で豊かに暮ら
せる社会を目指す

自転車乗車中の交
通事故死者数
【継続】

自転車乗車中の交通事故発生か
ら24時間以内に死亡した人数

【P】

第12次交通安全基本計
画の計画期間に、自転車
乗用中の死者数について、
道路交通事故死者数全
体の減少割合以上の割合

で減少させることを
目指す。

（令和12年度）

自転車分担率
【新規】

全目的のトリップ（移動）のうち、
その交通手段が自転車のみ、また
は自転車を鉄道やバスの端末に用
いたトリップが占める割合（分担
率）

12.4％
（令和3年）

15%
（令和12年）

自転車利用率
【新規】

自転車を月に数日程度以上の頻
度で利用する者の割合（冬季に
積雪のある地域の居住者は積雪
のない季節を対象とする）

38.7％
（令和6年度）

45%
（令和12年度）

⚫ 次期計画のビジョン（案）及び５つの目標（案）に紐づけ、計画による効果や施策の進捗状況を評価する
ための指標を設定



目標 指標（案） 指標の定義 実績値（最新） 目標値

【目標１】
安全で快適な自
転車ネットワークの
整備等による良好
な自転車利用環
境の実現

自転車活用推進計画を策定
した市区町村数【変更】

自転車活用推進計画を策定した市区町村数
255市区町村
（令和6年度）

800市区町村
（令和12年度）

自転車ネットワーク計画を策定
した市区町村数【変更】

自転車ネットワーク計画を策定した市区町村数
340市区町村
（令和6年度）

800市区町村
（令和12年度）

自転車通行空間の整備延長
【新規】

全国において整備された自転車通行空間（自転車道、自転車専用
道路、自転車専用通行帯、車道混在）の整備延長の合計

9,841km
（令和6年度速報値）

12,000km
（令和12年度）

【目標２】
自転車事故のない
安全で安心な社
会の実現

ヘルメット着用率（街頭調査
結果）【新規】

警察職員が街頭で調査した、自転車の運転者及び同乗者のヘルメッ
ト着用割合

21.2％
（令和7年6月）

学校等と連携した自転
車通学時のヘルメット着
用推進等により、毎年の
調査において、前年以
上の着用率の向上を目

指す。
（令和8年～12年）

自転車損害賠償責任保険等
の加入率【継続】

自転車利用者（自転車を月に数日以上利用している者）のうち、自
転車損害賠償責任保険等に加入している者の数

63.2％
（令和6年度）

65％
（令和12年度）

【目標３】
自転車交通の役
割拡大による地域
の良好な移動環
境の形成

シェアサイクルの導入市区町村
数【変更】

シェアサイクルサービスが導入されている市区町村の数（実験段階を除
く）

349市区町村
（令和5年度）

500市区町村
（令和12年度）

「自転車通勤推進企業」宣言
プロジェクトの宣言企業・団体
数【新規】

自転車通勤を認めており、宣言企業の認定基準を満たす企業または
団体からの応募を受け、自転車活用推進本部事務局及び自転車活
用推進官民連携協議会により、審査のうえ、認定された企業・団体数

93企業・団体
（令和6年度）

250企業・団体
（令和12年度）

自転車の安全基準に係るマー
クの普及率【継続】

国内販売向けに製造・輸入された自転車における、自転車の安全基
準に係るマーク（ＢＡＡ、ＳＧ、ＪＩＳ）の貼付の割合

44.3%
（令和6年度）

50％
（令和12年度）
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次期計画の指標（案） 一覧 ー 目標に対応した指標① ー



目標 指標（案） 指標の定義 実績値（最新） 目標値

【目標４】
自転車利用の促
進による活力ある
健康長寿社会や
脱炭素社会の実
現 

スポーツとしてのサイクリング行動
者率【新規】

10歳以上の人口のうち、年に1日以上、スポーツとしてのサイ
クリングを実施した者が占める割合

8.2％
（令和３年）

10%
（令和13年）

運動習慣者の割合（年齢調整
値）【新規】

１回30分以上の運動を週２回以上実施し、１年以上継続
している者の割合

28.7％
（令和元年度）

※年齢調整していない値

40％
（令和14年度）

健康寿命の延伸【新規】 日常生活に制限のない期間の平均

健康寿命 （令和4年）
・男性72.57年
・女性75.45年

平均寿命 （令和4年）
・男性81.05年
・女性87.09年

平均寿命の増加分を上回
る健康寿命の増加
（令和14年度）

20歳以上の週1日以上の運
動・スポーツ実施率【新規】

スポーツ庁「スポーツの実施状況等に関する世論調査」におけ
る「この１年間に行った運動・スポーツの日数」について週１日
以上と回答した20歳以上の割合

52.5%
（令和６年度）

70％
（令和８年度）

デコ活応援団（官民連携協議
会）の中で公共交通・自転車・
徒歩での移動に取組む会員数
【新規】

デコ活応援団（官民連携協議会）の中で公共交通・自転
車・徒歩での移動に取組む会員数

227件
（令和７年10月16日
現在：実績値）

デコ活応援団（官民連携
協議会）などの場において
自転車の活用推進を呼び
かけることで、公共交通・自
転車・徒歩での移動に取り
組むデコ活応援団参画企
業、団体等を着実に増加さ
せる。（令和12年）

【目標５】
サイクルツーリズム
等の推進による観
光地域づくりや地
域の活性化

先進的なサイクリング環境の整
備を目指すモデルルートの数
【継続】

国、地方公共団体、地域の関係者等からなる協議会を設置
し、官民連携して先進的なサイクリング環境の整備を目指すも
のとして発表されたサイクリングルートのモデルとなるルート数

117ルート
（令和６年度）

140ルート
（令和12年度）

国内旅行（宿泊・日帰り）にお
いてバイク・自転車を利用した旅
行者率 【新規】

年間の国内旅行者数（宿泊・日帰り）のうち、「国内旅行
（宿泊・日帰り）においてバイク・自転車を利用した旅行者
数」が占める割合

1.35％
（令和6年）

1.5%
（令和12年）
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次期計画の指標（案） 一覧 ー 目標に対応した指標② ー
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【参考】 ２次計画の指標一覧

目標
現計画（令和３~７年度） 次期計画における

取扱指標名 実績値（最新） 目標値

１ 都市
環境

自転車ネットワークに関する計画が位置
付けられた自転車活用推進計画を策定し
た市区町村数

216市区町村
（令和６年度）

400市区町村
(令和７年度)

変更

シェアサイクル事業が位置付けられた自転
車活用推進計画を策定した市区町村数

156市区町村
（令和６年度）

240市区町村
(令和７年度)

変更

２ 健康 通勤目的の自転車分担率
13.8％

（令和３年度）
18.2%

(令和７年度)
変更

３ 観光
先進的なサイクリング環境の整備を
目指すモデルルートの数

117ルート
（令和６年度）

100ルート
(令和７年度)

継続

４ 安全
・安心

自転車の安全基準に係るマークの普
及率

43.6%
（令和５年度）

45%
(令和７年度)

継続

自転車技士の資格取得者数
3,264人

（令和３～６年度）
計4,900人

（令和３～７年度）
削除

自転車乗用中の交通事故死者数

自転車乗用中死者数
22％ 減

(419人(令和２年)→327人(令和６年))

交通事故死者数
6％ 減

(2,839人(令和２年)→2,663人(令和６年))

第11次交通安全基本計画の
計画期間に、自転車乗用中の
死者数について、道路交通事
故死者数全体の減少割合以
上の割合で減少させることを目
指す。

（令和７年度）

継続

自転車損害賠償責任保険等の加入
率

63.2％
（令和６年度）

75%
(令和７年度)

継続



定義

実績値
（直近の数値）

【実績値（直近の数値）】
【P】人（令和７年）

指標名 自転車乗用中の交通事故死者数

目標値

自転車乗車中の交通事故発生から24時間以内に死亡した人数

警察庁調べ（令和●年中の交通死亡事故の発生状
況及び道路交通法違反取締り状況等について）

第12次交通安全基本計画

【担当】警察庁 交通局 交通企画課

5

数値の出
典（根拠）

集計頻度 毎年度

目標値の
設定根拠

参考図表
（指標の考え方等）

第12次交通安全基本計画の計画期間に、自転車乗用中の死者数について、道路交通事故死者数全体の減少割合以上
の割合で減少させることを目指す。

-14%

-19%
-17%

-22%

0%

-7% -8%
-6% -6%

-25%

-20%

-15%

-10%

-5%

0%

R2 R3 R4 R5 R6 R7

交通事故発生から24時間以内に死亡した人数（年間）の推移

①自転車乗車中死者数の減少割合 ②全体死者数の減少割合

(減少割合) (年)

目標値：①＜②
道路交通事故
死者数全体の
減少割合以上
の割合で減少

ビジョンに関する指標

5
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ビジョンに関する指標

定義

実績値
（直近の数値）

12.4％（令和３年）

指標名 自転車分担率

15％ （令和12年）目標値

全目的のトリップ※（移動）のうち、その交通手段が自転車のみ、または自転車を鉄道やバスの端末に用いたトリップが占
める割合（分担率） ※その他、不明は除く

国土交通省調べ
（全国都市交通特性調査より）

自転車分担率は、平成27年から令和３年にかけて微減で推移しているところ、令和12年度においては増加傾向に転じさ
せた上で、減少分以上の引上げを目指し、目標値として設定。

数値の出
典（根拠）

集計頻度 ５年ごと

目標値の
設定根拠

参考図表
（指標の考え方等）

【担当】国土交通省 道路局 自転車活用推進本部事務局

（年）

13.9%

12.4%

15.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

18.0%

20.0%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

自転車分担率
実績 目標
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ビジョンに関する指標

定義

実績値
（直近の数値）

38.7％（令和６年度）

指標名 自転車利用率

45％ （令和12年度）目標値

自転車を月に数日程度以上の頻度で利用する者の割合
（冬季に積雪のある地域の居住者は積雪のない季節を対象とする）

国土交通省調べ

自転車利用率は、令和３年から令和６年にかけて微減で推移しているところ、令和12年度においては増加傾向に転じさせ
た上で、減少分以上の引上げを目指し、目標値として設定。

数値の出
典（根拠）

集計頻度 毎年度

目標値の
設定根拠

参考図表
（指標の考え方等）

【担当】国土交通省 道路局 自転車活用推進本部事務局

ほぼ毎日（週４日

以上）
16.3%

週１日～３日

程度

14.4%

月に数日程度
7.9%年に数日程度

7.6%

ここ数年利用して

いない／乗らない
53.8%

自転車の利用頻度（令和６年度実績値）

月に数日程度以上 
38.7％

40.7% 40.4%
38.4% 38.7%

45.0%

30.0%

40.0%

50.0%

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

自転車利用率

（月に数日程度以上自転車を利用する人の割合）

（年度）
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【目標１】良好な自転車利用環境の実現に関する指標

定義

実績値
（直近の数値）

255市区町村（令和６年度）

指標名 自転車活用推進計画を策定した市区町村数

800市区町村（令和12年度）目標値

自転車活用推進計画を策定した市区町村数

国土交通省調べ

令和12年度までにＤＩＤ（人口集中地区）を有する全ての市区町村において自転車活用推進計画が策定されている状況を目指し、
目標値として設定。

【担当】国土交通省 道路局 自転車活用推進本部事務局

数値の出
典（根拠）

集計頻度 毎年度

目標値の
設定根拠

参考図表
（指標の考え方等）

DIDあり

825市区町村

DIDなし

916市区町村

全国1,741市区町村800

13 51
108

159 183 216 255

0

500

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

自転車活用推進計画の策定市区町村数

目標 実績

(市区町村)

(年度)

令和12年度目標値
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【目標１】良好な自転車利用環境の実現に関する指標

定義

実績値
（直近の数値）

340市区町村（令和６年度）

指標名 自転車ネットワーク計画を策定した市区町村数

800市区町村（令和12年度）目標値

自転車ネットワーク計画を策定した市区町村数

国土交通省調べ

令和12年度までにＤＩＤを有する全ての市区町村において自転車ネットワーク計画が策定されている状況を目指し、目標値として
設定。

【担当】国土交通省 道路局 参事官（自転車活用推進）

数値の出
典（根拠）

集計頻度 毎年度

目標値の
設定根拠

参考図表
（指標の考え方等）

800

169 203

340

0

500

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

自転車ネットワーク計画の策定市区町村数

目標 実績

令和12年度目標

(市区町村)

(年度)

以前
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【目標１】 良好な自転車利用環境の実現に関する指標

定義

実績値
（直近の数値）

9,841km（令和６年度速報値）

指標名 自転車通行空間の整備延長

12,000km （令和12年度）目標値

全国において整備された自転車通行空間（自転車道、自転車専用道路、自転車専用通行帯、車道混在）の整備延長の
合計

国土交通省調べ

車道混在の整備形態については過去と同程度の伸び率、それ以外の整備形態については過去と同等以上の伸び率とす
ることを目指し、目標値として設定。

数値の出
典（根拠）

集計頻度 毎年度

目標値の
設定根拠

参考図表
（指標の考え方等）

【担当】国土交通省 道路局 参事官（自転車活用推進）

225 230 230 234 239 256 257 262 265 423 474 483 545 560 594 612 634 679 599 1,046 1,541 2,149 2,800 
3,836 

5,048 

7,361 
8,897 

1,247 1,750 2,255 
2,927 

3,599 
4,686 

5,917 

8,257 

9,841 

12,000 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

自転車通行空間の整備延長

車道混在

自転車専用通行帯

自転車道（自転車

専用道路を含む）

（㎞）

（年度末）



0.1

4.7
5.4

13.9

4.3

1.769.9

幼児

小学生

中学生

高校生

大学生

その他の学生

その他

13.5 

17.0 

21.2 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

R5.7月 R6.7月 R7.6月

（％） +7.7P+7.7P

定義

実績値
（直近の数値）

21.2％（令和７年６月）

指標名 ヘルメット着用率（街頭調査結果）

学校等と連携した自転車通学時のヘルメット着用推進等により、毎年の調査において、前年以上の着用率の向上を目指
す。（令和８年～12年）

目標値

警察職員が街頭で調査した、自転車の運転者及び同乗者のヘルメット着用割合

警察庁調べ（街頭調査）

ヘルメット着用率は着実に向上しているところ、引き続き、全ての年齢層の自転車利用者に対して着用促進を図るととも
に、特に中高生の自転車事故が多い現状を踏まえ、学校等と連携した自転車通学時のヘルメット着用等の取組を推進す
る。

【担当】警察庁 交通局 交通企画課

11

数値の出
典（根拠）

集計頻度 毎年度

目標値の
設定根拠

参考図表
（指標の考え方等）

ヘルメット着用率の
推移（過去３年間）

職業別自転車関連事故構成率
（令和２年～令和６年合計）

【目標２】安全・安心な社会の実現に関する指標



定義

実績値
（直近の数値）

63.2％（令和６年度）

指標名 自転車損害賠償責任保険等の加入率

65％（令和12年度）目標値

自転車利用者（自転車を月に数日以上利用している者）のうち、自転車損害賠償責任保険等に加入している者の数

国土交通省調べ（アンケート調査）

令和５年から令和６年までと同等の伸び率で目標年度まで着実に増加させることを目指し、目標値として設定。

【担当】国土交通省 道路局 自転車活用推進本部事務局

12

数値の出
典（根拠）

集計頻度 毎年度

目標値の
設定根拠

参考図表
（指標の考え方等）

【目標２】安全・安心な社会の実現に関する指標

59.7%

62.6% 62.7% 62.9% 63.2%

65.0%

56.0%

58.0%

60.0%

62.0%

64.0%

66.0%

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

自転車損害賠償責任保険等の加入率

（年度）



16．シェアサイクルの普及の促進に関する指標

定義

実績値
（直近の数値）

349市区町村（令和５年度）

指標名 シェアサイクルの導入市区町村数

500市区町村（令和12年度）目標値

シェアサイクルサービスが導入されている市区町村の数（実験段階を除く）

国土交通省調べ（アンケート調査）

現況データ（平成26年から令和４年まで)の導入市区町村数をもとに線形トレンドを算出し、目標年度におけるトレンドを目
標値に設定。

【担当】国土交通省 都市局 街路交通施設課

13

数値の出
典（根拠）

集計頻度 毎年度

目標値の
設定根拠

参考図表
（指標の考え方等）
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【目標３】地域の良好な移動環境の形成に関する指標
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【目標３】地域の良好な移動環境の形成に関する指標

定義

実績値
（直近の数値）

93企業・団体（令和６年度）

指標名 「自転車通勤推進企業」宣言プロジェクトの宣言企業・団体数

250企業・団体（令和12年度）目標値

自転車通勤を認めており、宣言企業の認定基準を満たす企業または団体からの応募を受け、自転車活用推進本部事務
局及び自転車活用推進官民連携協議会により、審査のうえ、認定された企業・団体数

国土交通省調べ

制度創設の令和２年度から令和６年度までの伸び率と同程度以上で目標年度まで増加させることを目指し、目標値として
設定。

数値の出
典（根拠）

集計頻度 毎年度

目標値の
設定根拠

参考図表
（指標の考え方等）

【担当】国土交通省 道路局 自転車活用推進本部事務局

宣言企業の認定要件等

認定
要件

以下の３項目全てを満たす企業団体(※事業所単位で申請可)

①従業員用駐輪場を確保
②交通安全教育を年１回実施
③自転車損害賠償責任保険等への加入を義務化

期間 ５年間有効（更新可）

認定
ロゴ
マーク

（団体）

（年度） →

41 52 61 

250
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300

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

「自転車通勤推進企業」宣言プロジェクトの

宣言企業・団体数

93



定義

実績値
（直近の数値）

44.3％（令和６年度） ※計算に必要な令和７年度の統計情報が公表前のため令和７年度実績は記載不可

指標名 自転車の安全基準に係るマークの普及率

50％（令和12年度）目標値

国内販売向けに製造・輸入された自転車における、自転車の安全基準に係るマーク（ＢＡＡ、ＳＧ、ＪＩＳ）の貼付の割合

公的統計データ（生産動態統計及び
貿易統計（輸入））及び自転車協会、
製品安全協会提供資料等により経
済産業省車両室作成

第２次自転車活用推進計画期間における実績を踏まえ、引き続き同等の貼付割合を維持し、令和12年度に50％程度の
普及率を目指す。

【担当】経済産業省 製造産業局 車両室

15

数値の出
典（根拠）

集計頻度 毎年度

目標値の
設定根拠

第２次計画期間における
貼付割合のトレンド

４４．３％
（令和６年度）

目標値 ５０％
（令和１２年度）

【目標３】地域の良好な移動環境の形成に関する指標

（年度）
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【目標４】健康長寿社会や脱炭素社会の実現に関する指標

定義

実績値
（直近の数値）

8.2％（令和３年）

指標名 スポーツとしてのサイクリング行動者率

10％ （令和13年）目標値

10歳以上の人口のうち、年に１日以上、スポーツとしてのサイクリングを実施した者が占める割合

社会生活基本調査

スポーツとしてのサイクリング行動者率は、平成28年から令和３年にかけて微増で推移しているところ、令和13年におい
てはこれまでの増加分以上の引上げを目指し、目標値として設定。

【担当】国土交通省 道路局 自転車活用推進本部事務局

数値の出
典（根拠）

集計頻度 ５年ごと

目標値の
設定根拠

参考図表
（指標の考え方等） 7.9%

8.2%

10.0%

6.0%

7.0%

8.0%

9.0%

10.0%

11.0%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

スポーツとしてのサイクリング行動者率 実績

目標

（年）



定義

実績値
（直近の数値）

28.7％（令和元年度） ※年齢調整していない値

指標名 運動習慣者の割合（年齢調整値）

40％（令和14年度）目標値

１回30分以上の運動を週２回以上実施し、１年以上継続している者の割合

国民健康・栄養調査

国民健康づくり運動である、健康日本21（第三次）の目標に準じて設定した。なお、健康日本21（第三次）においては、実
績値に10％加えた値を目標値としている。

【担当】厚生労働省 健康・生活衛生局 健康課

17

数値の出
典（根拠）

集計頻度 毎年

目標値の
設定根拠

参考図表
（指標の考え方等）

今後追記予定

【目標４】健康長寿社会や脱炭素社会の実現に関する指標



定義

実績値
（直近の数値）

健康寿命 ： 男性72.57年、女性75.45年（令和４年）
平均寿命 ： 男性81.05年、女性87.09年（令和４年）

指標名 健康寿命の延伸

平均寿命の増加分を上回る健康寿命の増加（令和14年）目標値

日常生活に制限のない期間の平均

健康寿命：国民生活基礎調査（大規模調査：３年ごと）の調査結果、 
簡易生命表をもとに厚生労働科学研究において算出

平均寿命：簡易生命表（完全生命表がある年は完全生命表を使用）

国民健康づくり運動である、健康日本21（第三次）の目標に準じて設定した。なお、平均寿命と健康寿命との差は、日常生
活に制限のある期間（不健康な期間）を意味するが、平均寿命の延び以上に健康寿命を延ばすことによってこの期間を
短縮することができれば、 個人の生活の質の低下を防ぎ、社会保障負担の軽減も期待できることから、健康日本21（第
三次）においては、 「平均寿命の増加分を上回る健康寿命の増加」を目標値としている。 

【担当】厚生労働省 健康・生活衛生局 健康課

18

数値の出
典（根拠）

集計頻度 ３年毎

目標値の
設定根拠

参考図表
（指標の考え方等）

【目標４】健康長寿社会や脱炭素社会の実現に関する指標



定義

実績値
（直近の数値）

52.5％（令和６年度）

指標名 20歳以上の週１日以上の運動・スポーツ実施率

70％（令和８年度）目標値

スポーツ庁「スポーツの実施状況等に関する世論調査」における「この１年間に行った運動・スポーツの日数」について週
１日以上と回答した20歳以上の割合

スポーツの実施状況等に関する世論調査

第３期スポーツ基本計画（令和４～８年度）における目標を踏まえたもの。
※令和８年度以降については、次期スポーツ基本計画の目標等の議論を踏まえてスポーツ庁において検討。

【担当】スポーツ庁 健康スポーツ課

19

数値の出
典（根拠）

集計頻度 毎年度

目標値の
設定根拠

参考図表
（指標の考え方等）

＜出典＞
「体力・スポーツに関する世論調査」（平成24年度まで）、
「東京オリンピック・パラリンピックに関する世論調査」（平成27
年度）、
スポーツ庁 「スポーツの実施状況等に関する世論調査」（平成
28年度から）

【目標４】健康長寿社会や脱炭素社会の実現に関する指標
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その他, 
2151

公共交通・自転

車・徒歩, 227

定義

実績値
（直近の数値）

227件（令和７年10月16日現在：実績値）

指標名 デコ活応援団（官民連携協議会）の中で公共交通・自転車・徒歩での移動に取組む会員数

デコ活応援団などの場において、自転車の活用推進を呼びかけることで、公共交通・自転車・徒歩での移動に 取組む
デコ活応援団参画企業、団体等を着実に増加させる。（令和12年）

目標値

デコ活応援団（官民連携協議会）の中で公共交通・自転車・徒歩での移動に取組む会員数

デコ活応援団事務局

現時点では、取組状況に関する統計的データが十分に整備されておらず、定量的な目標設定に必要な基礎情報が不足
している。 そのため、デコ活応援団などの場において呼びかけを行い、参画団体の増加を図るという定性的な目標設定
とした。

【担当】環境省 地球環境局温暖化対策課 脱炭素ライフスタイル推進室

20

数値の出
典（根拠）

集計頻度 都度

目標値の
設定根拠

参考図表
（指標の考え方等）

デコ活応援団参画団体のうち公共交通・自転車・徒歩に取組団体数
（2025年10月16日現在）

全体数
2,378

【目標４】健康長寿社会や脱炭素社会の実現に関する指標



21

【目標５】観光地域づくりや地域の活性化に関する指標

定義

実績値
（直近の数値）

117ルート（令和６年度）

指標名 先進的なサイクリング環境の整備を目指すモデルルートの数

140ルート（令和12年度）目標値

国、地方公共団体、地域の関係者等からなる協議会を設置し、官民連携して先進的なサイクリング環境の整備を目指す
ものとして発表されたサイクリングルートのモデルとなるルート数

国土交通省調べ

現在のモデルルートに係る設定状況を踏まえ、各都道府県において３ルート程度の設定を目指し、目標値として設定。

数値の出
典（根拠）

集計頻度 毎年度

目標値の
設定根拠

参考図表
（指標の考え方等）

【担当】国土交通省 道路局 自転車活用推進本部事務局
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【目標５】観光地域づくりや地域の活性化に関する指標

定義

実績値
（直近の数値）

1.35％（令和６年）

指標名 国内旅行（宿泊・日帰り）においてバイク・自転車を利用した旅行者率 

1.5％ （令和12年）目標値

年間の国内旅行者数（宿泊・日帰り）のうち、「国内旅行（宿泊・日帰り）においてバイク・自転車を利用した旅行者数」が占
める割合

旅行・観光消費動向調査

国内旅行（宿泊・日帰り）においてバイク・自転車を利用した旅行者率は、令和元年から令和６年にかけて微減で推移して
いるところ、令和12年においては増加傾向に転じさせた上で、減少分以上の引上げを目指し、目標値として設定。

数値の出
典（根拠）

集計頻度 毎年

目標値の
設定根拠

参考図表
（指標の考え方等）

【担当】国土交通省 道路局 自転車活用推進本部事務局
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